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シャインマスカット（岡山産） 

ナガノパープル（大田市場） 

東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

最近話題となっている果実の動向（ブドウ） 
 

 最近、ブドウの新しい品種が市場に出回り始め、消費者の支持を集めていま

す。共通した特徴は、種がなく皮ごと食べることができ、甘味が強い点にあり

ます。これら品種の中で、特に最近話題となっている品種を紹介します。 

 

＜シャインマスカット＞ 

  現在、最も注目を集めているブドウ品種は何といって
も「シャインマスカット」です。（独）農研機構果樹研

究所が育成し、平成 18年３月に品種登録されると、瞬
く間に全国に広がりました。 

 特徴は、前述の通り、種がない大粒果で皮ごと食べら

れ、甘味が強い（糖度 18度以上）ほか、マスカット香
（注）があり、硬めでも噛み切りやすい肉質であること

などです。産地化を積極的にすすめている県として、山

形県、長野県、山梨県、岡山県、島根県などがあります。 

  本年からは首都圏のスーパーや量販店でも普通に
みかけるようになり、各産地ともに量産体制ができつ

つあります。各県ごとに着色基準がやや異なり、関西に多く出荷する岡山県は 
青緑色がやや強く、山梨県及び長野県は緑～黄緑色での出荷となっています。 
  

＜ナガノパープル＞ 

   長野県果樹試験場において育成され、平成 16年
に品種登録された県オリジナル品種で、現在、60ha
以上で作付けされています。特徴は、黒色系品種の

中では珍しく、種がなく皮ごと食べられる大粒品種

で、糖度が 18 度以上あり、皮が柔らかくパリパリ
とした歯切れが良い肉質であることなどです。育種

過程で交配親である「巨峰」に近いフォクシー香

（注）があり、「巨峰」と同じ９月上中旬を中心に

出荷されます。しかし、果皮が柔らかいため裂果しや

すい欠点があり、栽培管理上、「巨峰」以上の栽培技

術を必要とするようです。 

  毎年生産量が増えており、首都圏のスーパー、量販店で良くみかける品種と
なりつつありますが、長野県限定で栽培されていることから、今後、急激な生

情報サロン 



ルビーロマン（大田市場） 

ルビーロマンの競売（大田市場） 

産量の増加はないものと考えられます。 
 

＜ルビーロマン＞ 

   石川県農業総合研究センターにおいて育成さ
れ、平成 19 年に品種登録された県オリジナル品種
です。この品種は、ルビーに似た鮮やかな紅色の果

皮とピンポン玉大の大粒である点が最大の特徴で

す。また、甘味は巨峰並みの糖度約 20 度で酸味が
少ないこと、果汁が豊富（ジューシー）で、皮離れ

が良く食べやすいことなどから市場評価も高く、昨

年７月 28 日、石川県内の卸売市場での初売りで１
房（700ｇ）20万円の高値がついたことから話題と
なりました。 

 京浜市場には昨年から出荷され、今年は８月

中旬に入荷しました。現在、県、生産団体、生

産者が一体となってルビーロマン倶楽部を設立し、販路拡大とブランド化を推

進しています。その一貫として、８月 30日には知事トップセールスが大田市場
で行われました。 

  このルビーロマンは糖度、着色、粒重など出荷基準が厳しく定められており、 
「ルビーロマン倶楽部」 の農協検査員による検査に合格したものだけに「認証

シール」を貼ることができます。現在、都内の果実専門店で高級ぶどうとして

販売されています。来年以降、作付面積の増加や成木化により、京浜向けの出

荷量は増加する見込みですが、果実専門店中心の販売は変わらないものと思わ

れます。 

                    

 

 

（注）ブドウの香りは大別してマスカット香、

フォクシー香、香りなしに大別されます。マ

スカット香は「マスカット・オブ・アレキサ

ンドリア」などマスカット系品種に特有の爽

やかで上品な香り。フォクシー香はアメリカ

ブドウに由来する香りの一種で「キャンベル

アーリー」「巨峰」「ピオーネ」などにみら

れる甘味を伴った香りです。  

 



新城設楽農林水産事務所 

「東栄フェスティバル」が開催されます 

 
 奥三河の各地域に鎌倉・室町時代から伝承され、国の重要無形民俗文化財にも指定され

ている「花祭り」。この花祭りの魅力を凝縮した東栄フェスティバルが平成 23 年 11 月 3
日（木）に開催されます。 
 東栄フェスティバルでは、花祭りの‘舞’に加え、丸太から作品を削り出すチェンソー

アートの実演やプロの和太鼓集団である「志多ら」の演奏等を楽しむことができます。 
 また、新鮮な野菜、地元特産の五平餅や蜂ご飯等の販売もありますので、ぜひ御来場く

ださい。 
  
○ 日時 

平成 23年 11月 3日（木） 午前 10時 30分
から午後 6時 10分まで 
○ 場所 

 東栄ドーム（東栄町総合社会教育文化施設内） 
愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上大林26-1 
○ プログラム 

10：30～ 開会式 
10：45～ 先着 100名抽選会、チェンソーア

ート実演、健康体操、みんなで遊

ぼう、太鼓＆バンド披露（東栄小

学校） 
14：00～ 花祭り実演①（布川花祭保存会） 
15：00～ 花祭り実演②（古戸花祭保存会） 
16：00～ 「志多ら」太鼓 
17：10～ 花祭り実演③(小林花祭保存会） 
18：00～ 閉会式、ざぜち（白紙に絵型等を切り抜いた祭具）等のプレゼント抽選会 
10：30から 14：00の間にみんなのふれあい広場で、健康チェック・相談、親子木工広
場、お楽しみ試食会(五平汁、先着 100名）、エコマーケットや森のＰＲコーナーを開催し
ます。 
○ 主催 

 東栄町 
○ お問い合わせ先 

 東栄町役場経済課（電話 0536－76－1812） 
東栄町ホームページ：http://www.town.toei.aichi.jp/ 

 

地域トピックス 



渡邉シェフの講演風景

店の外観 

 

東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

「いいともあいち推進店」ヴィコレットについて 

 
 

「いいともあいち運動」は、愛知県の農林水産業

の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水

産業の応援団」になってもらい、消費者と生産者が

一緒になって愛知県の農林水産業を支えていこうと

いう「運動」です。また、県民の方々に愛知県産農

林水産物をもっと食べていただきたい（利用してい

ただきたい）という、「愛知県版地産地消の取組」で

もあります。 

この取組に賛同し、「いいともあいち推進店」の県

外店舗１号店である、東京のイタリア料理店「リス

トランテ ヴィコレット」を訪問する機会を得ましたので紹介します。 

このお店は、お洒落な街で知られる東京、自由ヶ丘にあり、東急東横線自由ヶ丘の駅を降

りて市街地をぬけた閑静な高級住宅街の中にあります。お昼は近所の奥様方、夜は若い女性

客などが多く集まる超人気店です。 

この店のオーナー渡邉貴夫さん（愛知県岡崎市出身）には、愛知産の魚介類、肉、野菜な

どを積極的に使ったメニューで、「愛知産農産物の良さ、おいしさ」を日頃よりお客さんにＰ

Ｒしていただいております。 

去る６月４日にも特定非営利活動法人「野菜と文化のフォーラム」の「食べておいしさを

知る野菜の学校」の中で、愛知の野菜の魅力を発信していただくべく、「愛知野菜とヴィコレッ

トの関わり」と題して講演を行っていただきまし

た。受講者である野菜評論家、農業専門誌記者、

食生活ジャーナリスト、料理研究家、管理栄養士、

八百屋さん等、野菜に関するあらゆる分野のプロ

達に対して、「愛知産へのこだわり、食材の魅力」

などについて笑いを交えた楽しいお話をしていた

だきました。 

 

 

 

 

 

東日本情報 



シカ肉のヴィコレット風サルティンボッカ三河一色産イシモチとおばあちゃんの育てたサラダ

 

 

お店は、渡邉シェフと奥さん及び数人のスタッフで運営しており、渡邉シェフがメイン料

理を担当し、パティシェの奥さんが、デザートを作るという二人三脚の家庭的な雰囲気のあ

るイタリアン料理店です。 

渡邉シェフは、”四季折々の味わい”にこだわり、お客様がいらっしゃる度に、新たな発見
や楽しみを感じて頂き、来店された方が皆”元気になる”ようなお店でありたいとの精神で、
ここでしか出会うことのできない味覚はもちろんの事、視覚でも楽しめる料理を常に提供で

きるよう様々な食材にこだわっているとのことです。 

その中でも、ヴィコレットの主役は「岡崎市でシェフのおばあちゃんが育てている野菜た

ち」です。力強く味わい深い、愛情たっぷりの野菜たちは、『旬』にしか味わうことのできな

いもので、その味わいを大切に届けたいとのことです。 

その他魚介類は、三河湾の一色漁港で水揚げされる『地魚』、鶏肉は『三河地鶏』を使って

いるそうです。豚肉は、一色漁港近くで、海風があたる場所の養豚場、『渡辺ファーム』の“オ

インク豚”、牛肉は、肉本来がもつ旨味と甘い味わいがつまった田原牛のフィレ肉の部分をつ

かっているとのことです。変わったところでは、奥三河でとれる鮮度の良い猪や、額田のシ

カ肉、三河濃厚卵《満月》など、とことん愛知産にこだわってみえます。 

渡邉シェフは、地元のお客さんはもちろんのこと、首都圏在住の愛知県出身者や愛知県か

ら出張等で上京した人を大きなターゲットとしており、愛知県ゆかりの人が気軽に集まれる

空間（場所）を目指しているとのことでした。 

ヴィコレットは、日頃より自由ヶ丘の地において愛知県の「アンテナショップ」的な活動

をしていただいており、今後とも、「愛知県産野菜・果実等のすばらしさ」を発信し続けてい

ただきたいと考えております。みなさまも、東京へお越しの際は、是非一度、訪れてみては

いかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



食育推進課 

栄・久屋大通公園で愛知の農産物をＰＲしました 

 

秋の晴天のもと、９月 10 日（土）から翌 11 日（日）にかけて、「ふるさと全国

県人会まつり 2011」が中区栄の久屋大通公園で開催されました。 

１ ふるさと全国県人会まつり 

ふるさと全国県人会まつりは、東海地方で活躍する全国の県人会が主体となっ

て、各県の伝統芸能や踊り、民謡などを披露するほか、物産品の販売や観光案内

などを通してふるさとの温かさや魅力をＰＲする催しで、今年で１１回目の開催

になります。 
会場では、被災者支援をテーマとして、「東日本大震災被災者支援情報コーナー」

が設けられたほか、ステージで全国の踊りが繰り広げられるとともに、９１もの

ブースが出展され、２日間で約１７万人が来場しました。 
 
２ 愛知県のブース出展 

会場は熱気に包まれ、多くの来場者が各出

展者のブースを訪れて特産品を買い求めたり

していました。 
愛知県から出展した３つのブースでは、愛

知の山間地域の産品の販売、名古屋空港のＰ

Ｒ、名古屋コーチンの焼き鳥などを販売する

とともに、愛知県・ＪＡあいち経済連で構成

する愛知県農産物需要拡大推進協議会が旬の

青果物を販売しました。 
また、農作物を荒らす有害獣であるイノシシ、シカの肉を使ったジビエ料理の

試食会を「中部圏ジビエ連合」（愛知県および中部圏９県１市及びＮＰＯで構成さ

れる連合）が行い、大村愛知県知事自ら調理するなど、ジビエの活用について広

くＰＲしました。 
 

３ 愛知県農産物需要拡大推進協議会の出展内容 

(1) 本県産農産物のＰＲ活動 

  トマト、ミニトマト、いちじく、ハウスみか    
ん、なしの５品目を展示販売しました。 
このほか、いちじくの新しい食べ方のレシピ 

の紹介や、各品目を紹介したリーフレットを配  
布するなど、本県産農産物をＰＲしました。 
また、小さい子供向けに氷水にミニトマトを 
浮かべた「ミニトマトすくい」も行い、親子づ 
れに大好評でした。 

西日本情報 

大村知事自らジビエを調理 

愛知県ブース 



ミニトマトすくい 

いちじくとなしのディスプレイ 

ハウスみかんのディスプレイ 

(2) 来場者の声や反応等 

○トマト 
  前週の台風で果菜類が高値になったことか
ら、店頭価格に比べて割安感があるトマトは好

評でした。氷で冷やしたトマトを歩きながらお

いしそうに食べている人もいました。 

○ミニトマト 
晴天のもと、氷水で冷やしたミニトマトを網  

ですくう「ミニトマトすくい」は目にも涼しげ  
で、子ども連れの来場者に大変好評でした。 

○いちじく 
台風の影響で価格が上昇したことから、店頭  

価格に比べて割安感があり、反応は非常に良く、  
２日間とも早い時間に売切れてしまいました。 

○なし（豊水） 
地元安城産の豊水は、台風の影響で価格が上

昇したことから、店頭価格に比べて割安感があ

り、反応は良く、２日間とも午前中に売切れて

しまいました。 

○ハウスみかん 
販売した「みはまっこ」（通常のハウスみかん）

と「さわみっこ」（果皮に緑色を残すハウスみか

ん）は、甘みと酸味のバランスが絶妙で、試食

した来場者から口々に「おいしい」、「甘い」な

どの感想が聞かれました。 
 
全国の魅力的な特産物を扱うブースが多く立

ち並ぶ中で、愛知県ブースには、地元愛知県の農

産物に親しみを持ってくれる数多くの来場者に

訪れていただくことができました。 



東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

大田市場で ハロウィンかぼちゃのセリ市が開催される 
 

  10月に入ると街の各所でハロウィン商品が売られようになります。ハロウィ
ンは、カトリックの諸聖人の日（万聖節）の前晩（10 月 31 日）に行われる西
欧の民族行事ですが、日本でも十年以上前から行われるようになりました。 

  この行事に欠かせないのが、「ジャック・オー・ランタン (Jack-o'-lantern) 」
と呼ばれるカボチャちょうちんです。カボチャをくり抜いて顔をつくり、内側

からろうそくで照らしたものを家

の玄関に置いたり、あるいは小さな

カボチャに様々なアレンジをして

飾ったりします。 

  このハロウィン行事を控えた９
月 24日、大田市場花き部において、
毎年恒例の第 15 回かぼちゃ大市が
開催されました。（株）大田花きの

競売場では、「がんばれニッポン」

の意味合いを込めて、ワールドカップ

で優勝したサッカー女子日本代表に

扮したセリ人が登場し、１個 50kgを超える大型のカボチャ（品種名は不明）や
「ルージュヴィテタンフ」、「アメリカンゴールド」、「オータムゴールド」

などの中型の品種、あるいは専用ケースに入った「カーニバル」、「オレンジ

ブー」、「恐竜の卵」、「テーブルトリート」などの小型品種が順番にセリに

かけられました。 

 本年の作柄は、主産地である北海道産の天候不順により入荷量が前年対比で

62％と少ないため、引き合いが強い販売となりました。 
 セリ落とされたカボチャは、生花店、ガーデンセンターなどの店頭に並べら

れ、今年のハロウィンを盛り上げる

商材となる予定です。 

  東日本大震災、大型台風の被害な
ど暗い話題が続いていますが、地域

や家族で楽しむことができるハロ

ウィンが例年どおり行われること

を期待します。 

 

フラワーページ 

カボチャ競売の様子 

大田花き競売場の前に飾られたカボチャ



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３８６ １４５ ３１７ ３１７ 三重 （７０％）
(３８％)

２３年見通し ３８５ － ３１７ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

主な産地は愛知、三重。 品種の変化は特にないが、全体的に渋柿が
春先の低温と日照不足で、開花が平年よ 減って、甘柿が増えてきている。和歌山産の

り早く、花もたくさん付いた。 種なしなども人気。
６月下旬から７月上旬にかけての高温で 例年10月頃にスーパーなどで試食宣伝会を

生理落下が多いが、生育は比較的順調で、 開催するが、次郎柿は年々出荷が減ってきて
病害虫も少ない。 いるため、現時点では予定していない。
入荷量は前年並みか、少し減る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３１７ ２９１ ３２７ ３１７ 静 岡 (１０％)
(８８％) 岐 阜 ( １％)

２３年見通し ２８０ － ３４０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知中心に静岡などから入荷する。 「りんご」「みかん」など競合する果実が
本県産は春先の低温、開花期の天候不順 本格化する時期にあたる。果実全体に販売

による生理落果の影響に加え、台風12号及 環境が厳しい中で、いかに安定した品質の「
び15号の被害により、不作だった昨年を下 柿」を消費者に提供できるのかが重要となる
回る出荷見込みである。 。このため、選果選別の徹底はもとより、予
入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 約販売に向けた的確な出荷情報の提供が求め

年をやや上回る見込みである。 られる。



名古屋・東京市場における青果物の１０月の見通し

１０月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４２，６９３ 193 175 156 北海道 39%
１９年 ４１，９２８ 195 191 195 長野 20%
２０年 ４１，４９５ 202 186 170 群馬 8%
２１年 ４１，４０７ 158 169 169 茨城 6%
２２年 ３４，１５４ 216 223 261

５ ヵ年平均 ４０，３３５ － － －

２３年見通し ３６，２００ － － －

１８年 ３，３５４ 64 57 55 青森 38%
１９年 ２，９２５ 120 92 87 北海道 35%
２０年 ３，０８４ 138 74 66 新潟 8%
２１年 ３，４１６ 55 52 59 岐阜 7%
２２年 ２，３２３ 130 84 99

５ ヵ年平均 ３，０２０ 98 70 71

２３年見通し ２，７００ 90 90 90

１８年 ３，２９４ 164 141 90 北海道 92%
１９年 ３，３３５ 104 109 119 青森 7%
２０年 ３，４１８ 117 109 98 中国 1%
２１年 ３，０２０ 105 119 102 山形 0%
２２年 ２，３１４ 160 155 147

５ ヵ年平均 ３，０７６ 128 125 109

２３年見通し ２，６００ 130 130 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１７３
１９４
１８５
１６５
２３３

だ
　
い
　
こ
　
ん

５８
９９
９１
５５

１０３

７９

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９０

１９１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は、北海道、長野が中心。重量野菜
を中心に、生育、入荷量ともに順調だが、
台風や秋雨前線の影響が心配される。
　入荷量は、高かった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森中心。北海道は今後
出荷が増え、岐阜や例年に比べてやや少な
い見込み。今後気温が下がり、需要が増え
れば堅調な値動きとなる。
　入荷量は、前年を大幅に上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２９
１１１
１０８
１０８
１５４

１２０

　産地は北海道が中心。全体的に生育に遅
れが見られる。台風や秋雨前線の影響で、
品質が心配される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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９月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３８，４３７ 211 195 166 北海道 27%
１９年 １４０，１７２ 227 215 216 長野 13%
２０年 １４３，７１１ 220 220 205 群馬 12%
２１年 １４６，４５４ 168 179 184 茨城 11%
２２年 １３０，０１８ 283 226 230 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １３９，７５８ － － －

２３年見通し １３４，０００ － － －

１８年 １２，７２７ 60 56 46 北海道 44%
１９年 １２，９１６ 115 87 78 青森 33%
２０年 １３，７９５ 131 68 53 千葉 12%
２１年 １４，５９６ 57 47 52 岩手 6%
２２年 １２，３４１ 124 81 100 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １３，２７５ 97 67 65

２３年見通し １１，９００ 95 105 100

１８年 ７，４７５ 161 148 96 北海道 88%
１９年 ８，３５７ 114 114 120 青森 6%
２０年 ８，３２６ 121 119 104 中国 4%
２１年 ８，４１０ 115 120 115 千葉 2%
２２年 ８，１１０ 158 152 142 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，１３６ 133 130 116

２３年見通し ８，０５０ 120 130 140

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１８９
２１９
２０５
１７７
２４５

だ
　
い
　
こ
　
ん

５４
９３
８３
５２

１０２

７６

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０７

２２０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、東北からの入荷が減少し、関東
産地からの入荷が本格化する。各産地とも
に台風などの天候不順の影響が若干残り、
生育不良、小玉傾向が見られる。　入荷量
は少なかった前年をやや上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道が終盤を迎え、関東産地か
らの入荷が始まる。北海道は７月播種分が
少なかったことと、２つの台風による天候
不順、その後の冷え込み等により少なめ傾
向でこのまま終了。千葉は台風15号の影響
は少ない。全体の入荷量は前年をやや下回
り、価格は前年並の見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３２
１１６
１１４
１１７
１５０

１２６

　北海道中心の入荷となる。北海道は干ば
つ、ゲリラ豪雨、曇天、台風の影響による
風雨など天候不順が重なり、肥大も芳しく
なく、小振りの仕上がりで平年作を下回る
見込み。入荷量は少なかった前年をわずか
に下回り、価格は高かった前年をかなり下
回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，８０３ 74 54 50 長野 93%
１９年 ４，８０４ 81 89 86 北海道 4%
２０年 ４，１８５ 111 75 64 茨城 2%
２１年 ３，９６０ 59 48 58 青森 1%
２２年 ３，５８９ 109 72 79

５ ヵ年平均 ４，２６８ 86 68 67

２３年見通し ３，６００ 100 90 80

１８年 ４，３４４ 109 78 67 群馬 56%
１９年 ４，７４３ 79 76 85 長野 24%
２０年 ４，６０３ 81 71 71 愛知 7%
２１年 ４，５８４ 70 60 59
２２年 ３，７５２ 110 95 115

５ ヵ年平均 ４，４０５ 89 75 78

２３年見通し ３，７００ 70 80 90

１８年 ４９３ 459 484 285 愛知 46%
１９年 ３７０ 766 618 516 岐阜 43%
２０年 ３６０ 920 533 407 群馬 3%
２１年 ３０８ 546 743 504 茨城 2%
２２年 ３３４ 842 544 427

５ ヵ年平均 ３７３ 692 574 416

２３年見通し ３３０ 650 560 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野が中心。生育も順調。
　入荷量は高かった前年並みで、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、北海道、茨城が中心。茨城
産は１０月末から出荷が始まる。
　入荷量は高かった前年並で、価格は前年
をやや上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８３
８０
７４
６３

１０６

８０

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

５９
８５
８２
５５
８６

７３

９０

 前年及び本年の

５７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜、愛知中心。愛知産は稲沢の
ハウスものが９月下旬から出荷される見込
み。岐阜は安定した出荷を見込むが、台風
などの天候による影響が心配される。
　入荷量、価格ともに前年並みの見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

３８８
６１７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

５５２
５７８
５６４

５２８

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３，９４０ 66 45 32 長野 79%
１９年 １３，０００ 81 82 67 茨城 9%
２０年 １３，０２２ 107 67 47 北海道 7%
２１年 １３，１０１ 51 41 42 群馬 4%
２２年 １３，８８１ 113 69 74 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １３，３８９ 84 61 52

２３年見通し １３，８００ 90 70 65

１８年 １４，８０４ 106 73 56 群馬 68%
１９年 １５，１７５ 76 74 76 岩手 9%
２０年 １５，３３７ 80 65 62 千葉 7%
２１年 １７，３５５ 68 53 51 長野 4%
２２年 １４，３７３ 117 93 109 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １５，４０９ 88 71 70

２３年見通し １５，０００ 80 80 80

１８年 １，８５４ 403 507 333 群馬 41%
１９年 １，７０６ 612 538 471 茨城 15%
２０年 １，７９２ 731 419 345 栃木 15%
２１年 １，５９７ 391 647 447 千葉 8%
２２年 １，５９０ 751 475 464 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，７０８ 576 515 409

２３年見通し １，６００ 650 450 400

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、東北産が減少し、関東産地中心
の入荷となる。群馬は台風の影響を若干受
けたものの大幅な減少なく推移する見込
み。千葉はも今回の台風15号の影響はほと
んどなく現況は順調。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野及び茨城からの入荷となる。長野は
８月下旬からの長雨、２つの台風絡みの降
雨により湿害が発生があるものの作付け増
もあり前年並の出荷量はある。茨城は中旬
よりの入荷となる。
　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

７６
７５
６９
５７

１０６

７６

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

４６
７６
７０
４４
８５

６４

７５

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心の入荷となる。全体的に気
温の低下により生育は回復傾向であるもの
の群馬は天候不順の影響を強く受けてい
る。栃木は台風の影響はない。
　入荷量は少なかった前年並にとどまり、
価格は高かった前年をかなり下回るものの
平年より高値の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４０７
５３４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４６４
４７８
５３５

４８１

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，２０２ 380 337 294 北海道 48%
１９年 １，３９５ 457 377 373 長野 9%
２０年 １，４２３ 378 309 289 愛知 7%
２１年 １，４２８ 326 351 306 富山 7%
２２年 １，２２７ 517 356 374

５ ヵ年平均 １，３３５ 409 346 327

２３年見通し １，３５０ 400 350 300

１８年 ２，３３３ 135 124 107 茨城 55%
１９年 ２，０５０ 224 174 155 長野 37%
２０年 １，８７０ 240 174 137 兵庫 7%
２１年 １，９３６ 74 90 100 愛知 1%
２２年 １，４４６ 405 206 187

５ ヵ年平均 １，９２７ 203 150 134

２３年見通し １，５００ 250 200 150

１８年 １，７１４ 205 221 162 群馬 39%
１９年 １，５３６ 292 293 342 長野 15%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 山梨 14%
２１年 １，４１２ 200 294 260 埼玉 13%
２２年 １，２９１ 380 254 395

５ ヵ年平均 １，６５４ 237 255 280

２３年見通し １，３００ 280 300 300

品
目
名

３２５
３２６
４１１

３５８  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道が中心。北海道は台風や秋
雨前線の影響により、入荷が少なめの見込
み。長野産は入荷量、生育ともに順調。愛
知の長ねぎは病害虫が発生したため、品質
が低下した。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１２１
１８２
１７９
８８

２４９

１５８  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は茨城、長野中心。茨城産は生育に
遅れがみられ、１０月中旬から入荷予定。
長野産は長雨で痛みが出ており、切り上が
りが早い可能性がある。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

２９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は群馬、長野、埼玉、山梨などが中
心。抑制栽培ものは終盤を迎え、今後関東
産の出荷がピークとなる。
　入荷量は高かった前年並みで、価格は前
年をかなり下回る見込み。

２５４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

３３３
３９９
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５，２６９ 273 257 202 青森 31%
１９年 ５，７６１ 403 274 270 秋田 15%
２０年 ６，２５４ 314 209 180 北海道 11%
２１年 ５，５４５ 275 267 229 山形 11%
２２年 ５，２７２ 428 289 309 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ５，６２０ 338 258 236

２３年見通し ５，３００ 300 290 280

１７年 ８，６８１ 114 113 91 茨城 62%
１８年 ８，７２６ 189 155 133 長野 27%
１９年 ８，４０９ 212 158 123 栃木 6%
２０年 ９，６７０ 62 82 85 群馬 3%
２１年 ７，８７７ 391 189 167 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，６７３ 187 137 118

２２年見通し ８，１００ 190 170 150

１８年 ６，７１４ 181 211 154 埼玉 33%
１９年 ６，２４５ 260 269 308 群馬 21%
２０年 ６，４８５ 351 251 264 茨城 14%
２１年 ６，３４９ 159 265 233 福島 11%
２２年 ５，４９８ 340 243 392 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，２５８ 255 247 265

２３年見通し ５，５００ 330 300 270

品
目
名

２３２
２５５
３４０

２７５  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、秋田に加え、関東産地からの入荷
が増加。東北各県の作柄はこれまでの暑さ
と小雨の影響もあり順調とは言えないとこ
ろに台風15号の被害も散見される。
　入荷量は少なかった前年並が見込まれ、
価格は前年をかなり下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１０６
１５８
１６１
７５

２３６

１４４  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、長野からの入荷が中心となる。茨
城は定植遅れがあったものの順調にきてい
る。終盤の長野は上旬はまとまった量が出
荷されるが平年どおり20日頃までとなる見
込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心の入荷となる。埼玉は、２
つの台風の影響で入荷減、他産地を含め全
体でも、ここにきての寒さの影響から上旬
までは品薄状態が続く見込み。
　入荷量は少なかった前年並を見込み、価
格は高かった前年をやや下回るものの高値
で推移する。

２５４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２４１
３１４

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

１８２
２７８
２９０
２１６
３１５

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ７８３ 294 267 245 愛知 30%
１９年 ７４４ 282 264 294 徳島 20%
２０年 ７３６ 326 256 235 山梨 16%
２１年 ６７５ 150 314 366 熊本 16%
２２年 ８５１ 307 220 223

５ ヵ年平均 ７５８ 275 262 269

２３年見通し ６６０ 300 300 300

１８年 １，２６４ 504 345 303 岐阜 25%
１９年 １，００３ 382 451 552 愛知 18%
２０年 １，１０８ 464 417 311 千葉 15%
２１年 １，３６３ 245 276 301 熊本 12%
２２年 ９１７ 635 458 421

５ ヵ年平均 １，１３１ 433 380 367

２３年見通し １，０００ 400 370 340

１８年 ２４５ 1,045 926 627 北海道 46%
１９年 ２６１ 709 775 841 愛知 30%
２０年 ２８３ 672 751 527 熊本 10%
２１年 ３３４ 527 544 494
２２年 ２３５ 1,237 1,159 693

５ ヵ年平均 ２７１ 809 807 626

２３年見通し ２８０ 700 600 650

な
　
　
　
　
す

２６６
２７９
２６９
２５３
２４８

２６３  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、徳島、山梨、熊本が中心。
台風の影響が大きく、愛知産は生育は順調
だったが、擦れなどの品質低下が見られ
る。徳島も台風による大きな被害がでてい
る。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３７５
４４８
３８７
２７２
４９４

３８５  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜、愛知、千葉、茨城が中心。
産地の切り替わりが始まり、夏秋ものと抑
制栽培のものが入荷される。夏秋産地の北
海道と青森は１０月の入荷は少ない見込
み。抑制栽培の愛知と岐阜産は生育も順
調。入荷量は前年をかなり上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

８４９
７７１
６４９
５２０

１，０２５

７４２  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、愛知、熊本が中心。北海
道や、夏秋産地の切り上がりも早い見込
み。８月の暑さの影響で、後続の産地にや
や遅れが見られる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，６７９ 298 305 260 高知 27%
１９年 ３，７４９ 359 294 274 栃木 22%
２０年 ４，１０７ 348 215 197 群馬 15%
２１年 ３，４３５ 173 307 313 茨城 15%
２２年 ３，９０７ 308 222 211 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，７７５ 300 266 249

２３年見通し ３，６００ 300 280 260

１８年 ７，１００ 440 333 274 千葉 24%
１９年 ５，８１７ 357 443 507 茨城 20%
２０年 ６，３２７ 444 394 302 青森 10%
２１年 ７，６８１ 239 269 294 福島 9%
２２年 ５，３７６ 591 420 428 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 ６，４６０ 403 364 352

２３年見通し ５，６００ 400 400 400

１８年 １，１４６ 950 792 530 茨城 20%
１９年 １，１５９ 663 728 761 千葉 18%
２０年 １，２６３ 608 708 549 愛知 14%
２１年 １，５７０ 486 478 441 北海道 11%
２２年 １，０４５ 1,154 1,010 658 （愛知産比率 14%)

５ ヵ年平均 １，２３７ 743 720 576

２３年見通し １，３００ 750 750 750

な
　
　
　
　
す

２８６
３０８
２４７
２２１
２４５

２６２  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と西南暖地からの入荷が始ま
る。栃木、茨城、群馬は台風の影響で、倒
伏、擦れ果、キズ果が多く、中旬までの出
荷量が少なくなり、高知は高温の影響があ
るが現況順調、中旬より量がまとまって出
てくる見込み。入荷量は前年をかなり下回
り、価格は前年を大幅に上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３４３
４２８
３７３
２６６
４７５

３６８  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地は終盤を迎え、関東産地からの
入荷が中心となる。千葉は着果状況、玉伸
びも良好で順調な出荷が見込まれる。茨城
は作付け減もあり大幅減少が考えられる。
入荷量は少なかった前年をやや上回り、価
格は前年を大幅に下回る。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７３４
７１７
６１８
４６６
９２３

６７１  前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は終盤を迎え、関東産地と愛知か
らの入荷が増えてくる。各産地とも、昨年
ほどではないが高温、干ばつの影響から前
半の出荷量が少なくなる見込み。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回り
平年並の見込み。価格は前年を大幅に下回
る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５６３ 347 315 235 茨城 36%
１９年 ５１０ 330 351 375 岩手 28%
２０年 ５２４ 257 348 313 北海道 17%
２１年 ５４１ 139 224 368 宮崎 6%
２２年 ４６１ 508 382 377 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５２０ 311 322 331

２３年見通し ５００ 280 310 310

１８年 ３，６３２ 95 90 86 北海道 100%
１９年 ３，５５３ 74 71 76 京都 0%
２０年 ３，５１６ 74 76 72 大阪 0%
２１年 ３，２９２ 105 111 83 0 0%
２２年 ２，７２９ 159 154 117 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，３４４ 99 98 85

２３年見通し ３，０００ 110 110 110

１８年 ５，３６７ 85 76 75 北海道 96%
１９年 ６，０７０ 62 60 62 中国 2%
２０年 ６，０３４ 73 67 67 アメリカ 1%
２１年 ６，１０８ 82 82 78 兵庫 1%
２２年 ４，５０３ 118 125 113

５ ヵ年平均 ５，６１７ 82 80 77

２３年見通し ５，０００ 80 80 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２８９
３５２
３０６
２２９
４１５

３１５  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、茨城が中心。抑制栽培もの
と、促成栽培ものがそれぞれ入荷が始ま
る。１０月上・中旬は北関東から、中・下
旬以降は宮崎、鹿児島から入荷が始まる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９０
７４
７４
９７

１４２

９３  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道が中心。２L、３Lサイズは
少なめ。雨で定植に遅れがでており、定植
後の干ばつで生育にも遅れが出ている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７９
６１
６９
８０

１１９

８０  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  産地は北海道が中心。北海道産は地域に
よって生育に差が出ている。北見市産中心
で、他地域はＭ玉が中心。生育はともに順
調。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，１９１ 317 236 205 茨城 61%
１９年 ２，０５４ 289 311 357 岩手 15%
２０年 ２，１３９ 245 356 265 青森 8%
２１年 ２，１５１ 121 222 337 福島 8%
２２年 １，７０５ 489 386 346 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，０４８ 284 298 299

２３年見通し ２，０００ 280 300 320

１８年 ７，０７８ 112 108 108 北海道 100%
１９年 ８，５３６ 81 85 86 青森 0%
２０年 ８，１３３ 94 94 92 0 0%
２１年 ７，６２０ 118 120 123 0 0%
２２年 ７，２４８ 158 157 152 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，７２３ 111 112 111

２３年見通し ７，５００ 120 120 120

１８年 １０，３１２ 89 88 87 北海道 88%
１９年 １２，１３７ 67 68 69 中国 7%
２０年 １１，４８４ 80 80 78 米国 3%
２１年 ９，９５９ 101 100 99 0 0%
２２年 ９，６１８ 135 135 135 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １０，７０２ 93 92 92

２３年見通し １０，０００ 100 100 100

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２４９
３１７
２８５
２２０
４０６

２９０  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城と東北産地中心の入荷となる。茨城
の生育は暑さも和らぎ、着果状態も良好で
潤沢な出荷が見込まれる。東北産地は終盤
を迎えるなか、岩手も露地、ハウスともに
正品化率が良く順調。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０９
８４
９３

１２１
１５６

１１１  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は玉伸び等、順調に推移してきたが、９月
の多雨の影響でほ場は水分過多の状態が続
いていおり、腐敗の心配が残る。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８８
６８
７９

１００
１３５

９２  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。中晩生
種に切り替わるが２つの台風に関連した多
雨により一部でほ場が冠水したところが
あったが影響は最小限にとどまった。総体
的には順調で安定出荷が見込まれる。入荷
量は前年をやや上回り、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，７９１ 276 253 255 フィリピン 17%
１９年 １５，１８３ 300 264 249 三重 15%
２０年 １５，８７３ 244 235 221 長野 15%
２１年 １４，５７９ 235 213 201 和歌山 13%
２２年 １２，１９６ 324 282 250

５ ヵ年平均 １４，５２４ － － －

２３年見通し １２，２００ － － －

１８年 ３，９４８ 285 233 234 三重 56%
１９年 ４，４４７ 272 212 179 熊本 16%
２０年 ４，８４５ 195 180 182 和歌山 9%
２１年 ４，４５０ 193 160 156 静岡 6%
２２年 ３，２２８ 261 228 188

５ ヵ年平均 ４，１８４ － － －

２３年見通し ３，６００ 200 180 170

１８年 ２，５４９ 224 225 238 和歌山 78%
１９年 ２，２８３ 273 228 262 愛知 7%
２０年 ２，５４９ 216 211 180 岐阜 6%
２１年 ２，５６８ 193 192 178 奈良 3%
２２年 １，６４８ 369 310 303

５ ヵ年平均 ２，３１９ － － －

２３年見通し ２，１００ 250 230 200

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は和歌山。台風の影響で擦れや
傷がついているものが多い。もともと葉摘
みをする時期なので、落下はそれほど心配
ない。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は大
幅に下回る見込み。

か
　
　
 
　
き

２３０
２５４
１９９
１８６
３２３

２３１

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は三重、熊本。数量も多く、大
玉傾向だが、春先の低温や台風の影響で、
酸味も糖味も少なく食味が心配。
　入荷量は、前年を大幅に上回り、価格は
大幅に下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２４７
２１６
１８５
１６７
２２１

２０５

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　秋の果実が出回る時期。７月上旬からお
盆にかけて果実全体の単価が高かったが、
消費低迷などでその後下落してきている。
台風の影響で、傷んでいるものが多い。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２６１
２７１
２３３
２１６
２８５

２５２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５０，２６９ 264 267 261 フィリピン 10%
１９年 ５２，５６５ 288 262 245 熊本 10%
２０年 ５６，６９２ 239 229 220 青森 9%
２１年 ５７，２８１ 225 205 194 和歌山 9%
２２年 ４５，１３５ 310 271 249 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ５２，３８８ － － －

２３年見通し ５０，０００ － － －

１８年 １４，５７７ 262 221 219 熊本 32%
１９年 １７，９３５ 303 200 171 長崎 25%
２０年 １７，８０５ 190 158 152 佐賀 16%
２１年 １８，９４７ 184 142 132 愛媛 15%
２２年 １２，６４８ 265 197 167 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １６，３８２ 238 181 166

２３年見通し １５，０００ 220 180 150

１８年 ９，１０２ 222 238 266 和歌山 49%
１９年 ９，１６５ 273 237 252 奈良 23%
２０年 １０，０４９ 231 224 208 新潟 9%
２１年 １０，８５６ 190 198 192 福岡 3%
２２年 ６，７５２ 384 303 297 （愛知産比率 6%)

５ ヵ年平均 ９，１８５ 250 235 238

２３年見通し ９，０００ 300 210 210

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山中心に奈良、新潟、愛知から入荷
する。前半は「刀根早生」後半からは「平
核無」中心に入荷。産地により生育遅れと
台風の影響がみられやや小玉傾向。
入荷量は不作だった前年を大幅に上回り、
価格は前年を大幅に下回ると見込まれる。

か
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２４５
２５２
２１９
１９３
３２０

２３９

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本中心に長崎、佐賀などの九州産地や
愛媛などから「極早生」中心に入荷する。
生育後半に適度な降雨があり玉肥大も良好
で、各産地ともにＭ玉中心の出荷が見込ま
れる。入荷量は不作だった前年を大幅に上
回り、価格は高かった前年をかなり下回る
と見込まれる。
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か
　
　
ん

２２９
１９６
１６５
１４９
２０１

１８５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、かき、りんご中心に入荷。りん
ごは「つがる」に「ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ」「ふじ」
が加わっての入荷となる｡「ふじ」などの早
生品種は７月の高温干ばつと病害の影響で
入荷が少なく小玉傾向である。果物全体の
入荷量は不作だった前年をかなり上回り、
価格は前年を大幅に下回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２６１
２６４
２２９
２０７
２７６

２４５  前年及び本年の

２２０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　１０　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　９月２７日現在）

実 １９年 ２，８０９ ６０

２０年 ２，５８５ ５１
績 ２１年 ２，１８５ ５１

２２年 １，８２４ ４６

２，３５１ ５３

２，０００ ５０

概
　
要

実 １９年 １，３２５ ３６

２０年 １，２７０ ２３
績 ２１年 １，０３２ ２８

２２年 ９６４ ２０

１，１４８ ２７

１，１００ ２５

概
　
要

実 １９年 １，５１８ ３６

２０年 １，３０４ ３７
績 ２１年 １，１８１ ３４

２２年 １，１５２ ４０

１，２８９ ３７

１，２００ ３７

概
　
要

実 １９年 １５８ １０５

２０年 １２６ １２２
績 ２１年 １２３ ９３

２２年 ７６ １４２

１２１ １１２

１３０ １００

概
　
要

２３年見通し

長野、北海道、福島、熊本、和歌山から入荷。高冷地は中旬以降減少。
昨年より気温が低いため品質的に問題なく、業務中心の動きで堅調な価格となる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

愛知、長野、奈良等から入荷。山間地の商品は中旬あたりで終了予定。一部長野産では後
半まで出荷あり。今後は地物が中心となる。奈良県産は安定した出荷が見込めそう。現状
では順調に推移しているのでこれから出荷のある産地は台風の影響さへなければ昨年並み
の出荷は期待できる。

４ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

長野、北海道、愛知を中心に入荷。高冷地産は今のところ順調で、昨年は夏場の高温で前
進したが、昨年と比べ出荷は増加する。１０月も引合いは強く堅調な動きと思われる。

４ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

愛知、三重、長野を中心に入荷。夏秋タイプの品種もそろそろ終盤に向い品種が入れ替わ
る。一部では「神馬」も出荷は始まってきたがまだ良い状態とは言えない。[精の一世」
「特馬」「晃花の富士」は１１月ぐらいまで出荷はあるが数量的にはあまり多くない。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２３年見通し

４ヶ年平均

２３年見通し

単位：千本、円／本
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実 １９年 ４６７ １６４

２０年 ４０５ １６５
績 ２１年 ３４４ １６０

２２年 ３６８ １８４

３９６ １６８

４００ １６０

概
　
要

実 １９年 ５２６ ７９

２０年 ５００ ７５
績 ２１年 ４２６ ６８

２２年 ５２１ ６８

４９３ ７３

５４０ ６８

概
　
要

実 １９年 １，１２４ ７６

２０年 １，１４１ ７６
績 ２１年 １，０９５ ６７

２２年 １，１０９ ７２

１，１１７ ７３

１，１５０ ７０

概
　
要

実 １９年 １，８３２ ４５

２０年 １，７０５ ４４
績 ２１年 １，４５８ ４３

２２年 １，７５３ ４３

１，６８７ ４４

１，７５０ ４３

概
　
要

２３年見通し

ツノナス、ツルウメ、実バラ、栗等の実物や季節感ある枝物が、長野、岐阜を中心に入
荷。花展等もあるが、年々縮小ぎみであり、一部の花材を除いては動きがあまり強くなさ
そう。

品
目
　　　　　区分
実績等 入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２３年見通し

愛知、静岡、鹿児島等の国産品と輸入品が入荷。気温の低下とともにらん系の品質が安定
してくる。価格面でも堅調な市況で推移すると思われる。シンピジウムは国産品が出始め
るが、まだ輸入品が主力で全体的には安定基調と予想される。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２３年見通し

愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。夜も涼しくなり、品質は良くなってくる。
新品種も少しづつ出始める。ブライダルの需要がかなり見込まれるため、引合いは強くな
る。

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２３年見通し

OHは新潟、岐阜、高地、埼玉、静岡から入荷。昨年は数量が少なく、高単価で動いていた
が今年は数量中旬まではありそう。数量減少につれて価格も上昇。ＬＡは彼岸後とあって
減少。鉄砲も長野、岐阜、愛媛などの産地が終了し、高知産に切り替わる。数量は減少
し、高値で動く見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　９月１日現在）

１８年 ３０，０２１ ８３４

実 １９年 ３５，７５１ ６８６

２０年 ２５，１１６ ７２７

績 ２１年 ２１，４０６ ６６６

２２年 ２３，５５３ ６９９

２７，１６９ ７２５

２３，０００ ６８０

概
　
要

１８年 ９２，８９５ ４２０

実 １９年 ９９，２８４ ４０６

２０年 ７７，８３２ ３８５

績 ２１年 ８１，９４７ ３４４

２２年 ６０，１０４ ３７６

８２，４１２ ３８９

５８，０００ ３６０

概
　
要

１８年 ６１４，５４３ １８５

実 １９年 ５６９，３９３ １８５

２０年 ５９１，０７８ １９７

績 ２１年 ６３８，７１５ １８０

２２年 ５０４，０１６ １８４

５８３，５４９ １８６

５２０，０００ １７０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年並みか。昨年同様ユッカ、コンシが主体で、大鉢より小鉢～中鉢の入荷が
多そう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５２．３％）、２位沖縄
（１６．３％）、３位鹿児島（１５．２％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　全体の入荷量はやや増加か。近年、ガーデンシクラメンの作付けが増加傾向にあり、入
荷も増加か。また、４号鉢の入荷もやや増加か。ただ、５号鉢はやや減少か。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位長野（３０．４％）、２位愛知
（３０．３％）、３位北海道（１６．６％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年よりやや減少か。ただ、５号鉢はやや増加か。単価は厳しそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５４．７％）、２位埼玉
（３５．７％）、３位茨城（８．４％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 １１，１９１ ２，３７９

実 １９年 １１，６８３ １，８０２

２０年 ９，８０７ ２，２２７

績 ２１年 ７，３６９ ２，０６０

２２年 ４，３０７ １，８０８

８，８７１ ２，０８５

５，０００ １，７００

概
　
要

１８年 ６２，８２８ １８６

実 １９年 ５４，４８４ １８９

２０年 ６１，４７５ ２０２

績 ２１年 ６３，１４８ ２０２

２２年 ４７，５６１ ２００

５７，８９９ １９６

４７，０００ ２００

概
　
要

１８年 １２７，３６７ ４２

実 １９年 ６５４，９５０ ５４

２０年 ８６９，９０３ ４９

績 ２１年 ９４３，２８２ ４５

２２年 ６０２，７９１ ５０

８３９，６５９ ４７

６２０，０００ ５０

概
　
要

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２３年見通し

　夏場の転送が良かったことから発芽率が高く、入荷量は昨年より増加か。ただ、需要も
かなりありそうであるので安定相場か。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（３５．５％）、２位奈良
（１９．６％）、３位三重（１３．２％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年並みか。小鉢を主体に６号鉢までの混色植えの入荷となりそう。５～６号
鉢の単価は安定するが、小鉢は厳しそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉（５０．４％）、２位岐阜
（４１．６％）、３位愛知（２．８％）となっている。

２３年見通し

　猛暑の影響が少なかったため、早生品種は順調に成長しているので、入荷量は昨年より
微増か。ただ、単価は厳しそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４８％）、２位静岡（１
９．３％）、３位徳島（１１．３％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 48,533 106.8 4,713,097 111.9 97 104.9 514,976 121 44,755,763 110 87 90.2

トマト 255 133.2 69,572 133.1 273 100.0 1,235 68 376,684 55 305 80.9

たまねぎ 20,197 101.8 562,608 86.4 28 84.9 222,100 124 9,569,288 116 43 93.9

にんにく 1,973 99.5 281,611 71.5 143 71.8 10,054 95 2,135,776 124 212 130.0

ねぎ 4,323 100.8 380,653 97.4 88 96.7 30,192 115 2,560,132 106 85 92.8

ブロッコリー 3,627 136.5 542,276 132.6 150 97.1 18,796 101 3,138,635 94 167 93.0

結球キャベツ 1,867 384.7 52,735 440.6 28 114.5 20,822 168 681,619 143 33 85.2

にんじん・かぶ 6,089 83.1 299,106 120.9 49 145.4 49,856 177 2,391,821 179 48 101.1

ごぼう 4,592 131.9 259,461 157.4 57 119.3 24,692 128 2,205,139 211 89 165.2

えんどう 216 107.5 71,552 152.1 331 141.4 1,273 95 356,728 101 280 106.2

アスパラガス 190 110.2 107,070 111.2 564 101.0 7,587 99 3,639,101 99 480 100.5

まつたけ 107 62.0 398,056 70.7 3,720 114.0 108 61 407,711 67 3,775 110.7

しいたけ 146 120.5 40,626 119.3 278 99.0 2,884 90 748,712 92 260 102.9

かぼちゃ 379 219.4 31,033 275.7 82 125.7 89,104 110 5,630,327 103 63 93.7

果実（生鮮・乾燥） 171,163 100.7 20,607,500 103.5 120 102.8 1,168,551 99 136,973,196 98 117 98.3

バナナ 92,229 96.0 6,977,527 103.3 76 107.6 641,326 97 44,279,984 95 69 98.3

パイナップル 16,312 108.6 1,005,718 108.0 62 99.4 91,749 112 5,453,136 107 59 95.5

レモン 6,623 108.4 692,090 108.4 104 100.0 29,714 99 3,220,528 83 108 83.4

オレンジ 10,629 159.3 981,906 137.2 92 86.1 84,933 110 7,970,394 106 94 96.2

グレープフルーツ 19,886 101.4 1,383,354 111.1 70 109.6 123,091 92 10,383,327 83 84 89.4

メロン 2,019 176.6 176,122 145.4 87 82.3 21,136 121 2,190,957 116 104 95.9

ぶどう 212 103.3 52,780 91.8 249 88.9 8,445 116 1,434,343 124 170 106.8

キウイ 6,689 85.3 2,190,997 93.2 328 109.2 41,353 99 13,034,059 98 315 98.9

いちご 490 106.0 398,810 101.3 813 95.6 869 123 704,611 120 810 97.1

切花（生鮮・乾燥） 3,300 115.6 2,293,347 109.8 695 94.9 21,797 101 15,343,860 96 704 95.7

鳥獣肉類 159,458 99.8 69,142,748 99.3 434 99.5 1,070,822 106 468,610,924 108 438 102.1

牛肉（くず肉含む） 48,433 111.9 19,369,157 106.5 400 95.2 289,045 106 120,851,620 107 418 100.8

豚肉（くず肉含む） 60,587 85.5 31,827,778 85.5 525 100.0 455,061 100 238,638,560 100 524 100.0

鶏肉 41,931 114.0 12,686,910 146.0 303 128.1 272,347 115 74,745,496 142 274 123.3

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 127,669 91.3 74,237,200 96.4 581 105.6 980,119 98 530,241,002 105 541 107.4

まぐろ類 13,620 91.8 11,856,223 86.9 871 94.6 97,994 82 83,638,388 92 854 112.2

さば・さんま・あじ・いわし 4,123 106.4 539,094 83.0 131 78.1 43,215 89 7,062,464 92 163 102.8

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 122 42.2 106,729 47.8 875 113.2 10,832 77 3,596,785 80 332 105.0

うんしゅうみかん 2 165.3 2,160 148.6 1,200 89.9 149 64 97,242 93 654 146.1

りんご 45 46.9 15,874 37.9 353 80.7 10,216 76 3,017,289 81 295 106.3

なし - - - - - - 21 49 8,750 48 412 97.0

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 173,814 60.3 - - - - 1,157,688 74 - -

緑茶 245 119.3 433,902 114.4 1,771 95.9 1,431 119 2,761,402 118 1,930 99.3

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

７ 月 ま で の 累 計

（２０１１年）

品 名
７ 月

主要農林水産物の輸出入実績
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全  国 平成22年＝100 
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 22年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

23年 3月 99.8 98.3 108.0 100.0 99.8 23年 3月 100.3 85.6 113.0 103.7 103.3

4月 99.9 96.7 97.2 100.4 100.1 4月 95.6 86.0 92.0 81.1 103.4

5月 99.9 89.1 101.1 100.0 99.8 5月 92.6 86.4 88.2 91.3 103.6

6月 99.7 93.5 100.9 100.0 100.0 6月 95.7 86.4 108.3 105.1 103.5

全

 

国

 

7月 99.7 95.1 99.9 99.7 100.8 7月 98.8 86.3 111.9 151.9 101.9

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0   

23年 3月 99.4 94.7 109.0 99.9 99.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

4月 99.7 98.0 98.9 103.3 101.5  

5月 99.6 92.1 102.9 101.7 100.1

6月 99.7 97.4 100.1 103.5 102.7
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県

 

7月 99.6 96.2 103.3 101.6 103.7

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年 3月 1,806 193 181 635 397 361 151 333 292 485 525 160 476 

4月 1,777 162 266 577 409 484 158 489 287 386 511 156 467 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年 3月 731 268 354 136 222 785 536 151 166 293 204 802 412 

4月 - 307 378 119 230 878 552 145 156 302 222 851 405 

5月 - 283 344 130 227 795 551 168 156 307 218 855 407 

6月 - 280 354 - 224 733 544 143 159 293 233 818 411 

7月 - 278 354 - 219 800 541 146 161 287 224 835 453 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 
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